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概要 
 

複数の個⼈から追跡的に収集された縦断データにおいて、個⼈内変動（within-person 
variability）に基づいて変数間の関係性を推測することの重要性が、⼼理統計学や⾏動科学
の領域を中⼼に近年強く指摘されている。特に、複数の変数間の縦断的関係を調べる⽬的で
頻繁に利⽤されるクロスラグモデル（交差遅延モデル）においては、個⼈内変動を捕捉しな
がら⺟数を推定する⽅法論が 2000 年代以降数多く発表されてきた。本発表の前半では、発
表者による研究成果を基に、これまで提案されている様々なクロスラグモデル間の概念的・
数理的⽐較、およびモデルの利⽤動向についての説明を⾏い、特に特性因⼦(stable trait 
factor)と呼ばれる共通因⼦を含めた分析アプローチの重要性を指摘する。後半では、特性因
⼦を統制することによって得られる、個⼈内変動スコアを⽤いた因果推論のアプローチを
説明する。具体的には、時変的な交絡変数の影響を統制しながら時変的な処置効果を推定す
る場合を想定して、周辺構造モデルや構造ネスト平均モデルのような潜在反応アプローチ
（potential response/outcome approach）を併⽤した段階推定を⾏う。東京ティーンコホー
ト(TTC)データを⽤いた解析例についても併せて紹介する。 


